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１  上田市文化芸術に関する基本構想策定の意義
	 　文化芸術は、人間が人間らしく生きるための糧となるものであり、生きる喜びを見出せるもの
です。人間の創造性や表現力を伸ばすとともに、共感や尊重の心を育むものでもあります。また
それぞれの自然・風土の中で育まれてきた文化や伝統には、地域の特徴や暮らしを楽しみ、交流
の輪を広げるための先人の知恵が詰まっています。このような知恵とドラマを発掘し発展させる
ことこそが、地域再生に欠かすことのできない新たな物語づくりであり、文化芸術によってこそ
なし得るものです。

	 　今日ではそうした文化芸術が、新たな需要や高い付加価値を生み出し、技術の発展を促すなど、
その影響力は経済や産業の分野にまで及び、まちの活力の源泉となっていることも改めて見直さ
れています。また、文化芸術を振興することは、すなわち、過去から未来に脈打つ文化を大事に
し、新たな価値を生み出しながら、まちに関わる人の環

わ

を広げることと考えられます。このよう
な活動を通じて、市民は上田市に住む誇りと満足感を持ち、訪れる人は豊かで快適な時間が過ご
せる「ひと・まち　輝くしあわせ実感都市」を実現していくことが、文化芸術施策の目指すとこ
ろと言えます。

	 　本基本構想は、市民が文化的で豊かな社会生活をおくり、上田市民としての誇りを持てるよう、
「文化芸術基本法」第４条及び第７条の２に基づき、本市の実情にあわせ、文化芸術施策を総合的・
計画的に推進するために策定するものです。

	 　また、多くの人の手に取ってもらえる親しみやすい基本構想とすること及び、過去から未来に
脈打つ文化を大事にし、様々な分野（教育・観光・福祉等の他分野）との連携や、伝統文化と現
在の文化との融合（過去と現在とのつながり）により新たな価値を生み出しながら、まちに関わ
る人の環を広げることを目指し、「つながる文化うえだプラン」を副題としました。

２  文化芸術をめぐる背景
	 　「第三次上田市文化芸術に関する基本構想」（以下、「基本構想」という。）は、下記のような背
景の中で、上田市の文化芸術施策を総合かつ計画的に推進するための指針として策定しました。

（１）「第三次上田市総合計画」の策定
　　　上田市は、平成 18年３月に新市としてスタートしたのち、市民とともに策定した「第一次上
田市総合計画」、「第二次上田市総合計画」のもと、新市の一体性の確立と持続的発展を目指し、
人口減少・少子高齢化をはじめとする社会情勢の変化や新たな課題に対応したまちづくりに取り
組んできました。

	 　その間には、気候変動の影響による豪雨災害や、世界規模での新型コロナウイルスの感染拡大、
急速なデジタル技術の進展と普及などにより、これまで多くの人々が「当たり前」と捉えていた
環境が急変する事態を経験しました。加えて、人々の価値観やライフスタイルは多様化し、各分
野の人手不足や地域の担い手不足など人口減少・少子高齢化の影響が顕在化するなど、社会は大
きな転換点を迎えています。

	 　このような状況の中、「第二次上田市総合計画」が令和７年度をもって終了することを受け、

上田市文化芸術に関する基本構想策定にあたって
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これまでの取組や成果のうち引き継ぐべきは引き継ぎ、社会情勢の変化や新たな課題に柔軟に対
応できるよう見直すべきは見直すとの考えのもと、新たなまちづくりの指針として、「第三次上
田市総合計画」を策定しました。

	 　時代の変化を受け止め、地域の特性を生かし、地域の実情に即した取組を着実に推進すること
で、市民一人ひとりが幸せを実感し、安全・安心でいつまでも住み続けたいと思える上田市の実
現を目指します。

（２）少子化、人口減少の急速な進行
	 　総務省の人口推計によると、わが国の総人口は1億2,345万 2千人（令和５年10月 1日現在）
であり、平成 20年をピークに減少に転じ、人口減少時代を迎えています。人口構造も大きく変
容し、14歳以下の人口割合は 11.4% と過去最低、15歳から 64 歳までの人口割合は 59.5%
と減少基調にある中、65歳以上の人口割合は 29.1%と過去最高となるなど、多くの市町村が
人口減少と高齢化に直面しています。また、自然増減（出生児数−死亡者数）では、出生児数は、
第 2次ベビーブーム期（昭和 46年〜昭和 49年）以降は減少傾向が続いている一方、死亡者数
は増加しており、出生児数が死亡者数を下回る自然減少の幅が拡大しており、17年連続の自然
減少となっています。

	 　令和 5年 4月公表の国立社会保障・人口問題研究所の推計によると、20年後の令和 27年に
は総人口が現在より 1,700 万人以上減少し、特に生産年齢人口（15歳〜 64歳）の減少幅が増
大する一方、65歳以上の高齢者人口は 3,945 万人となり、高齢化率は 36.3%にまで達すると
予想されています（出生中位（死亡中位）推計）。

	 　少子高齢化の進行は、働き手の減少による労働力不足、医療・介護費の増大など深刻な社会問
題を引き起こすとともに、市場規模の縮小、経済成長率の低下といった経済的な影響にも波及し、
国民生活に甚大な影響を及ぼします。

	 　特に、地方においては都市部への人口流出などにより人口減少が深刻になっており、地域コミュ
ニティの担い手不足、地域経済規模の縮小に加え、公共交通の空白化、医療機関の閉鎖など生活
インフラの維持が困難になるなど課題が表面化し始めています。この状況が継続すれば、地域経
済の縮小がさらに人口減少を加速させるという負の連鎖に陥ってしまうことも考えられます。

	 　このような状況下において、人口減少に歯止めをかけ、持続可能な社会を実現するためには誰
もが自分らしく働くことができる雇用環境の整備や安心して結婚・出産・子育てができる社会環
境の構築に向けた取組が求められています。

	 　一方で、現代の多様な価値観やライフスタイルを踏まえると、人口減少のスピードを抑制する
ことはできても、人口が減少していくこと自体は避けられないものであり、人口の減少に適応で
きるまちづくりを進めなければなりません。あらゆる分野で行財政改革に努め、既存のルールや
仕組に捉われず、将来を見据えた選択と集中、規模や手法の最適化に取り組むことが求められま
す。将来に負担を先送りすることのないよう、産官学金労言（産業、行政、教育、金融、労働、
メディア）の連携を深め、市民一人ひとりが幸せを感じられる、若い世代が将来に展望を持てる、
持続可能なまちづくりを進めることが大切です。
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（３）人口の見通し
　　　国勢調査の結果によると、上田市の人口は平成 12年の調査をピークに減少が続いています。
全人口に占める高齢者の割合も増加しており、昭和 55年に約１割であった老年人口（65歳以
上人口）は、令和２年には約３割にまで増加しています。

	 　また、令和５年 12月公表の国立社会保障・人口問題研究所の推計によると、今後さらに人口
の減少傾向が続く見通しです。令和２年に約 15万４千人だった上田市の人口は、30年後の令
和 32年には約 12万１千人にまで減少すると予測されています。全人口に占める高齢者の割合
も増加すると見込まれ、令和 32年の老年人口割合は、約４割に達すると予測されています。

（４）価値観やライフスタイルの多様化
	 　現代社会では、グローバル化やデジタル化の進展、そして新型コロナウイルス感染症の世界的
流行を経て、かつてないほど価値観やライフスタイルの多様化が進んでいます。結婚や働き方に
対する考え方も、選択肢の幅が広がり多様な生き方が模索される時代となっています。近年では、
経済的な豊かさだけでなく、心身ともに健康で、生活に満足感を感じている状態である「ウェル
ビーイング」に注目が集まっています。このような状況を踏まえ、多様な価値観やライフスタイ
ルを互いに尊重し合いながら、地域全体の「ウェルビーイング」を高めることができるまちづく
りが求められています。

	 　こうした中、世界経済フォーラムが公表するジェンダー・ギャップ指数※1（2024年）によると、
日本は世界 146か国中 118位にとどまっており、特に政治や経済分野における女性の参画が低
位となっています。国は「女性版骨太の方針 2024」を閣議決定し、女性活躍の一層の推進や経
済的な自立等に向けた方針を示しました。誰もが住み続けたいと思える地域の実現に向け、ジェ
ンダーギャップの解消が重要な観点となっています。

推計値

§ 上田市の人口見通し
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（５）国の動向
　　　国では、文化芸術の振興に対する国民の要望の高まり等を背景に、平成１３年１２月に「文化
芸術振興基本法」が制定され、平成２９年には文化芸術の固有の意義と価値を尊重しつつ、文化
芸術そのものの振興にとどまらず、観光、まちづくり、国際交流、福祉、教育、産業その他の関
連分野における施策を取り込むとともに、文化芸術により生み出される様々な価値を文化芸術の
継承、発展及び創造に活用するという趣旨の元、「文化芸術基本法」に改正されました。

	 　同法に基づき、文化芸術の振興に関する施策の総合的な推進を図るため、平成３０年には「文
化芸術推進基本計画」（第１期）が、令和５年には「文化芸術推進基本計画」（第２期）が策定され、「ポ
ストコロナの創造的な文化芸術活動の推進」をはじめとする７つの重点取組項目の推進が示され
ています。

	 　また、AI 等のデジタル技術の急速な進展は、我々の生活に大きな影響を与えており、文化芸
術分野におけるデジタル技術の活用についても、議論が重ねられています。

３  基本構想の位置づけ
	 　この基本構想は、市政運営の基本となる第三次上田市総合計画を踏まえ、文化芸術分野におけ
る中長期的な視点に立った基本施策や方向性を定めるものであり、文化芸術基本法第４条及び第
７条の２の規定に沿うものです。

	 　この指針で示す基本施策や方向性は、市民、文化芸術団体、関係機関等が共有し、上田市の文
化芸術を推進するための共通指針を示します。

【文化芸術基本法　第４条】
　地方公共団体は、基本理念にのっとり、文化芸術に関し、国との連携を図りつつ、自主的かつ主体的に、その地域の
特性に応じた施策を策定し、及び実施する責務を有する。
【文化芸術基本法　第７条の２】
　都道府県及び市（特別区を含む。第三十七条において同じ。）町村の教育委員会（地方教育行政の組織及び運営に関
する法律（昭和三十一年法律第百六十二号）第二十三条第一項の条例の定めるところによりその長が同項第三号に掲げ
る事務を管理し、及び執行することとされた地方公共団体（次項において「特定地方公共団体」という。）にあっては、
その長）は、文化芸術推進基本計画を参酌して、その地方の実情に即した文化芸術の推進に関する計画（次項及び第
三十七条において「地方文化芸術推進基本計画」という。）を定めるよう努めるものとする。

国の関連法令

上田市の計画等

文化芸術基本法 歴史まちづくり法 障がい者文化芸術推進法

文化観光推進法 博物館法 文化財保護法

●上田市交流文化施設運営管理計画
●上田市立美術館運営方針

●上田市実施計画

劇場法

第三次上田市総合計画・上田市教育大綱
文化芸術関係の構想（長期）

上田市文化芸術に関する基本構想・上田市歴史文化基本構想

施設の運営方針など
●文化財保存活用地域計画
●上田市歴史的風致維持向上計画

●史跡上田城跡保存活用計画
●第７期上田市障がい福祉計画

個別計画

関係する個別計画など（中長期）

具現化（中短期）
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4 　　基本構想の期間
	 　この基本構想が対象とする期間は、第三次上田市総合計画との整合を図り、令和 8年度から
10年間（令和 17年度まで）とします。

5 　　基本構想が対象とする文化芸術の範囲
	 　一般的に「文化」は、芸術と呼ばれるものから衣食住をはじめとした人間の生活様式に至るま
で、その範囲はかなり幅広く捉えることができますが、基本構想が対象としている範囲は、文化
芸術基本法との整合性を踏まえ、同法が対象としている範囲を基本とします。

①芸術（文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踊　等）
②メディア芸術（映画、漫画、アニメーション　等）
③伝統芸能（雅楽、能楽、文楽、歌舞伎、組踊　等）
④芸能（講談、落語、浪曲、漫談、漫才、歌唱　等）
⑤生活文化等（茶道、華道、書道、食文化、国民娯楽、出版物　等）
⑥文化財等（有形及び無形の文化財　等）
⑦地域における文化芸術（伝統芸能、民俗芸能　等）

≪文化芸術基本法が対象とする範囲≫
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6  各主体に期待される主な役割分担
　　　文化芸術の主体である市民、地域、事業者、学校、行政等が、それぞれの役割を担いながら文
化芸術を介して相互に連携することが重要です。

市 民

・日々の生活の中で、文化芸術活動に取り組み、または鑑賞するなど、文化芸術に親し
みます。
・自らが企画運営に携わり鑑賞事業などを開催します。
・文化施設のプログラム運営をサポートし、各種事業に参画・連携します。
・文化財保存・活用の取組に参画します。
・地域の歴史・文化遺産の基礎資料を提供します。
・伝統行事などに参加し、文化財を学習活動の場として活用します。

文化財所有者 ・文化財を適切に管理します。
幼稚園・保育園・
学 校 な ど

・文化施設でのプログラム参加やアウトリーチ※2活動の受入を行います。
・ふるさと学習を通し、地域の歴史・文化などに関する教育を行います。

地域・商店街 ・まちなかでの文化芸術事業の受入や企画を行います。
自 治 会 ・伝統行事や体験学習などに参加しやすい環境づくりを行います。

事 業 者 な ど
・文化芸術活動に取り組みます。
・企業メセナ※3などにより文化芸術事業に取り組みます。
・文化財保存・活用の取組を支援します。

行 政
・市民による創造的な文化芸術活動を支援します。
・「創造育成事業」や「市民参加型事業」、魅力ある「鑑賞事業」を展開します。
・地域の歴史・文化を知る機会を創出します。
・歴史・文化遺産の継承と活用の取組を推進します。

文化芸術における各主体のイメージ図

まちづくり福　祉

観　光産　業

教　育国際交流

上田市における
文化芸術

上田市における
文化芸術

相互連携 事業者など幼稚園・保育園・
学校など

自治会地域・商店

行　政市　民

文化財所有者
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１  育成を基本理念とした文化芸術活動への支援と文化創造
（１）基本施策１　
　　  第三次上田市文化芸術に関する基本構想に基づく文化芸術施策の推進

 ①   基本構想を指針とする文化芸術施策の展開　
	 策定は本紙により実施済みです。

（２）基本施策２　文化芸術活動などを支える団体や人材の育成

 ①   文化・芸術を体験できる環境の整備及び文化芸術活動を支える団体や人材の育成等の支援
　現状と課題　
　ア　青少年が文化芸術活動に取り組むための支援
　　〇　子どもを対象とした文化芸術活動に取り組む団体で組織する「上田市文化少年団」では、

各団体の活動を紹介する「子ども文化講座」のほか、メイン行事である「子ども文化祭」は、
多種多様な発表が行われています。また各団体による交流の場ともなっています。

　　〇　「上田市文化少年団」については、加盟団体が減少傾向にあることから、少年団の活動を
周知していく必要があります。

　　〇　信州国際音楽村では、少年少女合唱団等、子どもたちが文化芸術に触れるための事業を展
開しています。

　　〇　公民館等では「伝統文化親子教室」が開かれているほか、合唱等の様々な自主的文化活動
の場として利用されています。

　　〇　子ども向け、親子向けなど幅広い年齢層が楽しめる鑑賞事業を継続していく必要がありま
す。　

　　〇　市内文化ホールや美術館は、様々な事業やプログラムを通じて、若手アーティストを発掘・
育成する役割を担い、創造・発表の場を設けていく必要があります。

　イ　市民の鑑賞等への機会の充実
　　〇　交流文化芸術センター、丸子文化会館、信州国際音楽村では、ホ－ル主催事業のほか、様々

な市民活動の発表の場となっています。上田文化会館は中央公民館との複合施設として、市
民活動の発表の場として利用されています。

　　〇　市民主体による効果的な文化振興を図るため、市民団体等が主催して行う文化公演事業（鑑
賞事業）に対し、助成金を交付する文化支援事業を行っていますが、近年申込者が減少して
おり、文化芸術活動の団体や個人のニーズを捉えて、支援の方法について検討が必要です。

上田市の文化芸術の現状と課題

第２章
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　ウ　情報の収集と発信
　　〇　上田市主催や共催、文化関係団体、文化少年団等や国内外の文化プログラム等について情報

を収集し、広報やホームページ、報道機関、行政チャンネル等を通じて情報発信をしています。
　　〇　地域独自に醸成された文化活動の継承とともに、同時代の表現や先駆的で新しい文化芸術

活動を把握し、情報発信に努める必要があります。
　　〇　より多くの人に情報を提供するため、ホームページのほか、ＳＮＳや機関誌など、多くの

媒体を活用しての情報発信が必要です。

　エ　文化芸術活動に取り組む団体や人材の育成に対する支援
　　〇　大正時代から映画のロケ地として使われてきた上田の特色を活かし、市民と上田市で組織

された実行委員会により、上田ロケ作品をはじめとする日本映画の上映などを行う「うえだ
城下町映画祭」を開催しています。人材育成を含めた総合的な映像文化の振興を目的として
開催しています。

　　〇　うえだ城下町映画祭、子ども文化祭等の事業や市民団体が主体で行われる事業について、
さらに市民の参加を得て市民協働で推進する仕組みづくりが必要です。

　　〇　文化芸術関係団体では、市民が主体となり積極的に活動を行っておりますが、若年層の参
加が減少し、高齢化が進んでいます。

　　〇　文化芸術の多様性や交流機会の創出を促す力を活かし、様々な領域で活動する団体等との
連携により、複合的な事業を展開する必要があります。

　オ　市民・団体等との連携による文化芸術の活性化
　　〇　民間の文化施設では、文化芸術を中心に様々な市民・団体等が連携することにより、青少

年育成や福祉など多様な分野において相乗効果が発揮されています。
　　〇　民間組織との連携や領域を超える複合的な文化事業を展開するうえでは、恒常的な情報交

換を図り、具体的な方策を探る必要があります。
　　〇　持続的な文化芸術振興のためには、民間の共感と協働に基づく企業メセナ※3 の輪を広げ、

多彩で幅広い事業を展開することが求められます。

　カ　文化芸術の振興を図るための環境整備
　　〇　市内文化ホールについては、今後、老朽化が進んでいくことから、適切な維持管理を行っ

ていく必要があります。
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（３）基本施策３　次世代の育成、地域の魅力の向上に向けた文化芸術事業の展開　

 ①   様々な分野との連携で地域の魅力を高める創造育成事業の推進　
　現状と課題　
　ア　文化芸術の振興を図るための環境整備
　　〇　交流文化芸術センターでは、質の高い音楽や舞台芸術を市民に提供するために、企画制作

やテクニカルスタッフ等の専門人材を配置し、公演と創造・普及啓発など幅広い事業を展開
しています。

　　〇　美術館では、貴重な美術作品・資料等を安全な環境で保存し、学芸員の調査研究に基づく
展覧会企画により、研鑽の成果を広く公開しています。あわせて、学芸員実習や教員研修等
を実施しています。

　イ　地域における文化芸術活動の充実
　　〇　交流文化芸術センターでは、地域における創造的人材の育成と文化活動を通じたコミュニ

ティを形成するため、市民参加による演劇やダンスのワークショップや作品創造に取り組ん
でいます。

　　〇　山本鼎が提唱した農民美術の担い手が高齢化している中で、伝統を継承していくための環
境づくりが必要です。

　　〇　美術館では、農民美術の振興と継承を図るため、農民美術について深く学び、実践する講
座を開講するほか、地域の団体と共催で作品展を開催しています。

　　〇　美術館の子どもアトリエを活用して、子どもたちの感性を育む創作活動や様々な体験プロ
グラムを実施しています。

　　〇　美術館の展覧会に関連した取組として作家による講座やワークショップ等を行い、青少年
や児童生徒が参加しています。

　ウ　文化的多様性や相互理解の促進
　　〇　性別、年齢、障がいの有無や国籍等に関わらず、多様な背景を持つ人々が共生する社会の

到来を迎え、異なる価値観や文化を理解し、寛容な感性を育む事業に取り組む必要があります。
　　〇　地域コミュニティにおける創造性を育み、自律的な活動を推進するための人材が、今後いっ

そう求められます。
　　〇　地域資源の発掘と活用を促すための事業を展開し、担い手の育成に取り組む必要があります。

　エ　学校教育において子どもたちが文化芸術に触れる機会の創出
　　〇　交流文化芸術センターの「芸術家ふれあい事業」では、子どもとアーティストが出会うク

ラスコンサートやダンスワークショップ等を市内全小学校で実施しています。
　　〇　劇団四季「こころの劇場」やニッセイ名作劇場を毎年招へいし、小学校高学年の児童を学

校団体で無料招待し、良質のミュージカルや音楽劇に触れる機会を提供しています。
　　〇　美術館では、学校の団体鑑賞を受け入れるとともに、子どもアトリエでは、近隣保育園等

の創作活動を推進しています。
　　〇　子どもたちの感性と心を育むため、今後も多様な文化芸術に触れる鑑賞事業やワークショッ

プ等を企画し、交流文化芸術センターや美術館、学校等で継続実施していく必要があります。
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 ②   市民参加型事業の展開　
　現状と課題　
　ア　文化芸術活動の拠点施設の充実
　　〇　交流文化芸術センターでは、企画制作・技術スタッフ、美術館では、学芸員など専門人材

を配置し、充実した文化事業を展開できるよう体制を整備することにより、多くの市民が鑑
賞や創作・体験など様々に文化芸術活動を享受しています。

　　〇　公立文化施設は、地域の文化拠点として学校や福祉施設等とのより一層の相互理解と協働
を行っていく必要があります。

　　〇　市民の文化活動がより充実するよう施設利用を促し、活用ノウハウをさらに共有していく
必要があります。

　イ　人材育成の取組
　　〇　サントミューゼの事業や運営にサポーターやレセプショニスト※4 として市民が携わると

ともに、企画制作にも関わることで、地域における文化活動を市民自らが主体的に担える環
境を整えています。

　　〇　学校や公民館、定住自立圏等における「芸術家ふれあい事業」を通じて、市民が文化芸術
を身近に感じるとともに、当事業に関わるアーティストも活動の幅を広げています。

　　〇　丸子文化会館では、市民にセレスホールのピアノ「ベーゼンドルファー」を開放し、コン
サートホールでの演奏体験の機会を提供することにより、それを目標とし、また演奏を楽し
んでもらうピアノ・リレー・コンサートを行っています。また、普段は立ち入ることのでき
ない舞台裏を見学・操作を体験するセレスホール探検ツアーを開催し、鑑賞とは違う角度か
ら舞台に対する興味や理解を深め、ホールに愛着を持ってもらう取組を行っています。

　ウ　情報の収集と発信
　　〇　各施設の事業情報や文化芸術に係る全ての情報を共有し、発信していくための媒体づくり

をはじめ、システムを構築する必要があります。

 ③   多彩で魅力的な公演や展覧会等の鑑賞事業の推進　
　現状と課題　
　ア　鑑賞事業の充実
　　〇　幅広い世代が楽しめる舞台芸術作品や展覧会を提供し、第一線で活躍するアーティストや

カンパニーを招へいできるよう、全国の劇場やホール、美術館、プロモーター等とのネット
ワークを形成し、鑑賞事業を展開しています。

　　〇　公演や展覧会ほか各事業においてアンケートを実施し、鑑賞者の評価や事業に対する要望
を分析し、継続的で多角的な鑑賞事業の充実に努めています。

　　〇　美術館では、貴重なコレクションを公開する常設展示とともに、多彩な企画展を開催し、
古今東西の様々な芸術作品を鑑賞する機会を提供しています。

　イ　情報の収集と発信
　　〇　サントミューゼ 10周年を機にホームページを改修し、公演や展覧会情報、施設利用等に

ついてより見やすくわかりやすい構造とし、あわせてイベントレポートやコレクションに関
するアーカイブ機能を充実させました。

　　〇　情報発信に関してはSNSの活用を図るとともに、幅広い利用者を想定した媒体を活用していく必要があります。
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２  文化遺産の継承と活用

（１）基本施策１　地域の歴史や文化遺産の継承

 ①   市民が主体的に行う学習・研究活動の促進支援、学校教育における学習支援　
　現状と課題　
　ア　史資料を活用した学習機会の提供
　　〇　上田市の指定等文化財や、「上田城・上田城下町絵図アーカイブ」、「上田を支えた人々～

上田人物伝～」等を上田市デジタルアーカイブ※5 ポータルサイトで公開しているほか、「埋
蔵文化財分布図」のデジタル資料を、市ホームページで公開しています。

　　〇　無形民俗文化財の祭事予定を「広報うえだ」・市ホームページ、公民館だよりで紹介する
などの情報発信をしています。

　　○　デジタルアーカイブにおいて未掲載の指定等文化財があるため、順次対応を進めています。
　　〇　出前講座により、地域学習の場へ職員を講師として派遣しています。
　　〇　博物館・図書館・公民館においての展覧会や講座は、多種多様な内容で学習機会が提供さ

れています。
　　〇　博物館・図書館・公民館における展覧会や講座は、例年開催され、市民の学習支援を積極

的に行っていますが、それぞれの施設が独自な活動を行っているため、事業計画における調
整や連携を強化する必要があります。

　　〇　武石ともしび博物館は灯火専門の博物館類似施設として、展示のほかに、体験学習を実施
しています。

　　〇　美術館では、郷土作家の資料を収集し、常設展示しています。

　イ　学校における郷土の歴史や文化を知る学習
　　〇　小学校の副読本「わたしたちの上田市」で郷土の歴史や先人・偉人を紹介するなど、教材

とする学習の充実を図っています。
　　〇　小中学校の授業等における、地域の歴史や文化に関する学習支援の充実が必要です。

　ウ　伝統的な芸能に触れる機会の創出
　　〇　子どもたちが、伝統的な芸能に触れる機会が減少しています。

　エ　先人・偉人の顕彰
　　〇　「信州上田ふるさと先人館」を設立し、地域の先人・偉人の紹介をおこなっています。
　　〇　民間の顕彰団体や商店街と連携を図り事業を推進しています。
　　　　
 ②   市民や団体などが自主的に行う文化財保護活動の支援　
　現状と課題　
　ア　地域に残る伝統芸能の継承と活動の促進
　　〇　指定文化財の中で伝統芸能等を継承する保存会等に対して、振興と後継者育成のために補

助金を交付しています（16団体）。
　　〇　上田市内には、国選択無形民俗文化財３件、市指定無形民俗文化財 14件、同芸能４件の

指定等文化財がありますが、未指定の伝統芸能が多数存在しています。
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　　〇　伝統芸能を披露する機会が少ない状況です。
　　〇　保存会等の活動等に対しては、補助金による支援のほかに、他の方法による支援策が必要

です。

　イ　地域の伝統行事や伝統芸能への参加促進
　　〇　上田固有の伝統文化の保存・継承は、地域の住民によって担われていますが、メンバーの

固定化や高齢化などの悩みを抱えています。市民の貴重な財産が失われることのないよう、
青少年を後継者として育成するとともに、記録による保存が急務となっています。

　ウ　各分野における後継者の育成
　　〇　生活文化の普及と保全のため、公民館等で、昔の遊びやしめ縄飾りなどの講習会（ワーク

ショップ）を開催しています。
　　〇　伝統的な遊びや、地域で受け継がれてきたわら細工などの技術を持つ（知る）人たちの高

齢化が進んでおり、途絶えてしまう可能性が生じています。

 ③   適切な保存環境の整備　
　現状と課題　
　ア　デ－タの収集・集積と情報の整理
　　〇　「公文書館」を設置し、行政文書や歴史的地域資料等を収集・保存しています。
　　〇　旧市町村誌編さん資料の保存を行っています。
　　〇　旧市町村誌編さん資料の一部は公開していますが、全ての資料の公開には至っていません。
　　〇　史料の適切な保存管理が必要です。
　　〇　未指定物件や新出史料の調査が必要です。
　　〇　様々な調査の成果を公表、公開する機会を増やす必要があります。
　　〇　指定文化財に関する様々な資料（台帳を含む）のデジタル化を進める必要があります。
　　〇　歴史史資料や文化財を収集し、適切な保存と研究がなされて、公開と市民の利用の便が図

れる施設を早期に整備する必要があります。

　イ　文化遺産の保護と保全
　　〇　文化財の指定や修理等に合わせて調査を実施しています。
　　〇　国・県の指定文化財については、定期的に文化財パトロールを実施しています。
　　〇　未指定の物件について、必要に応じて調査を行い、所有者の意向を踏まえ、指定・登録・

選択制度 ※6 により保護を図っています。
　　〇　市指定文化財は件数が多く、毎年すべての現況調査を実施するのは困難な状況です。
　　〇　未指定物件や新出史料の調査が必要です。

 ④   史跡上田城跡の調査と適切な保存　
　現状と課題　
　ア　関連計画に基づく史跡上田城跡の調査と保存　
　　〇　史跡上田城跡保存活用計画等の関連計画に基づき、継続した調査と保存に取り組んでいます。
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（２）基本施策２　地域の歴史や文化遺産の活用

 ①   所有者や地域・市民団体等が主体的に取り組む文化財等の活用事業の支援　
　現状と課題　
　ア　文化遺産の活用　
　　〇　指定文化財の修繕等を行う場合に、補助金を交付しています。
　　〇　地域の人に文化財への関心や理解を促すために、文化財学習と文化事業を合わせた事業と

して、「文化財de文化祭」を実施しています。
　　〇　市民による文化遺産を活用した文化活動の展開が必要です。
　　〇　社会教育機関による、より一層の利用が必要です。
　　〇　文化遺産の価値や本質を理解されるような観光資源としての活用が求められています。

 ②   文化財を活用した地域づくり　
　現状と課題　
　ア　地域の特色のある文化遺産を連携させた、地域づくりへの活用
　　〇　デジタルアーカイブ※5 などを活用した情報発信を一層推進し、文化財を活用した地域づ

くりにつなげる必要があります。
　　〇　博物館・図書館・公民館などの社会教育施設は、様々な学習・研究団体の活動の場として

活用されています。老朽化した市立博物館や上田図書館については、社会情勢の変化の中で
期待される役割が変化してきていることも踏まえ、今後のあり方についての検討が必要です。

 ③   日本遺産の普及啓発・情報発信による観光振興の推進　
　現状と課題　
　ア　上田市日本遺産推進協議会並びに関係団体等による各種事業の展開
　　〇　上田市日本遺産推進協議会により、上田市日本遺産の周知啓発、情報発信等をはじめとし

た各種事業に取り組んでいます。
　　〇　民間事業者等による日本遺産の活用がさらに広がるような取組が必要です。

 ④   史跡上田城跡整備事業の推進と活用　
　現状と課題　
　ア　史跡上田城跡の調査に基づく整備の推進と一層の活用
　　〇　史跡上田城跡保存活用計画に沿って整備基本計画の改訂を行っています。
　　〇　中心市街地の都市公園として市民の憩いの場となっているほか、「上田城千本桜まつり」「上

田真田まつり」等のイベントが開催されており、多くの来場者があります。
　　〇　真田氏ゆかりの城として、全国から多くの観光客が訪れています。
　　〇　史跡上田城跡保存活用計画及び改訂する整備基本計画に沿って整備を行い、活用を進める

必要があります。
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１  育成を基本理念とした文化芸術活動への支援と文化創造
（１）基本施策１　
　　  第三次上田市文化芸術に関する基本構想に基づく文化芸術施策の推進

 ①   基本構想を指針とする文化芸術施策の展開　
	 今後、本「基本構想」により文化芸術施策を推進します。

（２）基本施策２　文化芸術活動などを支える団体や人材の育成

 ①   文化・芸術を体験できる環境の整備及び文化芸術活動を支える団体や人材の育成等の支援
　　　文化芸術基本法の条文に示されているとおり、文化振興にあたっては、文化芸術活動を行う者
の自主性や創造性が十分に尊重されなければなりません。上田市においては、これまで脈々と続
けられてきた市民による文化活動により、自主性を尊重した文化創造を展開してきています。

　　　しかしながら、人口減少社会の到来により人的・財政的資源の縮小が進み、従来の社会構造や
活動のあり方のままでは、これまでと同様の文化活動を維持していくことが難しくなりつつあり
ます。こうした状況は今後さらに加速することが見込まれており、大きな変革が求められています。

　　　その一方で、これまでにはなかった文化芸術と多様な分野との連携による新たな価値の創出や、
中学校部活動の地域展開によって中学生と地域コミュニティとの新たな交流が期待されるなど、
人口減少社会に対応した新たな動きも芽生えています。今後も文化・芸術を体験できる環境を整
えるとともに、市民と共に育む文化芸術活動への支援と文化創造に努めます。

	 　市民にとっての文化芸術活動の場は、最も身近な公民館（９施設）や地区公民館 ( ２施設 )、
自治会館（公民館分館）であり、様々な活動や練習等が行われ、公民館や文化会館、民間施設等
での発表会等の開催に至ってきました。こうした、地域で続けられてきている活動が継続され、
上田市全体の日常的な基盤となることが重要です。

《基本的な施策》
　ア　青少年が文化芸術活動に取り組むための支援
　　〇　中学校の文化部活動の地域展開については、庁内関係課及び関係団体等と連携・協力をし、

青少年が文化芸術に取り組む機会を確保します。
　　〇　子どもたちがプロの芸術家の演奏・作品等に触れることにより、世界の多様性を感じ、将

来への選択肢を広げ、希望を抱けるような事業を実施します。
　　〇　公共空間や遊休空間等を活用し、青少年が活動発表する機会を提供します。
　　〇　上田市文化少年団の活動を拡充させ、主体的な活動が継続できるよう今後も支援します。

　イ　市民の芸術鑑賞等の機会の充実
　　〇　交流文化芸術センター、上田文化会館、丸子文化会館、信州国際音楽村等の連携を図りな

がら多彩な鑑賞事業を展開します。
　　〇　市民団体等が主催する鑑賞事業を種々の方法を検討しながら支援していきます。

文化芸術の継承と創造のための基本的施策
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　　〇　性別、年齢、障がいの有無や国籍等に関わらず、誰もが鑑賞等の機会を享受できる環境を
整えられるよう専門機関・関係団体と協力していきます。

　ウ　情報の収集と発信
　　〇  地域で行われる文化芸術活動に対する関心を喚起できるよう、SNSをはじめ市民に届く情

報発信の方策を探ります。

　エ　文化芸術活動に取り組む団体や人材育成に対する支援
　　〇　文化芸術活動に携わる団体の現況と課題を把握し、持続的な活動を実現するための方策を

探ります。
　　〇　市民団体等が主催する文化芸術活動を支援していきます。

　オ　市民・団体等との連携による文化芸術の活性化
　　〇　文化芸術に関する施策の推進にあたり、観光・まちづくり・国際交流・福祉・教育・産業

その他関連する庁内の部局及び関係団体等との連携に努めます。
　
　カ　文化芸術の振興を図るための環境整備
　　〇　舞台機構、保存環境等を事業や利用ニーズにあわせ更新していきます。
　　〇　だれもが利用しやすい施設運営を推進していきます。

（３）基本施策３　次世代の育成、地域の魅力の向上に向けた文化芸術事業の展開

 ①   様々な分野との連携で地域の魅力を高める創造育成事業の推進　
	 　文化交流・創造拠点としてのサントミューゼはじめ各文化施設において、学校や民間劇場、近
隣地域など、様々な分野との連携を図り、次世代を担う子どもたちの育成や、地域の魅力を高め
る創造育成事業に取り組みます。

《基本的な施策》
　ア　「芸術家ふれあい事業」や「子ども育成事業」の開催
　　〇　交流文化芸術センターの「芸術家ふれあい事業」により、市内全小学校でのクラスコンサー

トや公民館等での「地域ふれあいコンサート」等を行い、身近に文化芸術に触れる機会を提
供していきます。

　　〇　美術館では幼・保育園や小学校などと連携して、創作体験や作品鑑賞の機会を提供してい
きます。

　イ　市民が参加する創造公演・体験型講座の開催
　　〇　市民参加による公演やワークショップ等の実施により、上田ならではの作品を創造し、地

域資源の発掘とシビックプライド※7 の向上をめざします。
　　〇「学校芸術観賞会」として、市内の全中学１年生を対象としたオーケストラ演奏会や、市内

の全小学校高学年を対象としたミュージカル公演を開催します。
　　〇　地域で活動する若手作家やアーティストを志す高校生や大学生等の支えとなるような事業

を行うとともに、創造活動を発展させるよう環境を整備します。
　　〇　上田地域定住自立圏の中核的な文化拠点との自覚を持ち、圏域の住民が文化芸術を身近に
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感じられるよう、圏域自治体と連携したコンサート等を実施します。
　　〇　美術館では、山本鼎、石井鶴三、ハリー・K・シゲタ、中村直人、林倭

しず

衛
え

など、地域ゆか
りの作家を中心にコレクションを形成し、上田で蓄積されてきた文化活動を顕彰します。ま
た、農民美術運動や児童自由画運動を提唱した山本鼎の顕彰をとおして、市民が生活の中に
表現活動のある楽しさを感じられる事業を展開します。

 ②   市民参加型事業の展開　
	 　文化芸術の持つ力で、誇りの持てる街づくりを一層推進するため、交流文化芸術センターをは
じめとする市内文化ホールは、市民とともに歩む施設、市民に愛される施設を目指して運営して
います。そのためにも市民の協力や将来を担う人材の育成、市民との情報共有による共感が不可
欠です。

《基本的な施策》
　ア　人材育成の取組
　　〇　（一財）地域創造や信州アーツカウンシルなど文化専門機関や、地域の団体・NPO等と

連携しながら事業を推進する職員の育成に努めます。
　　〇　市民自らが自主的に文化芸術活動に取り組み、その成果を発表できる環境を整え、企画制

作に携わる人々のスキルアップを支えます。

　イ　市民サポーター活動の充実
　　〇　各種の講座やワークショップ等を開催し、共に学び、地域の文化芸術の担い手の拡大及び

協働による企画実現の充実を図ります。
　　〇　サントミューゼの事業運営においてレセプショニスト※4 やサポーターなど市民の参加を促し

ます。

　ウ　積極的な情報発信と情報収集
　　〇　各文化施設の公式サイトや SNSをはじめ、多様な媒体を活用しながら、常に最新の情報

を発信していきます。
　　〇　新聞・テレビや地元メディアの関心を引きつけられるよう、メディア・コミュニケーショ

ンに努めます。

 ③   多彩で魅力的な公演や地域に根差す展覧会等の鑑賞事業の推進　
	 　文化芸術の拠点施設として、幅広い方々が感動し、文化芸術を身近なものとして感じることが
できる魅力ある質の高い作品を観賞できる機会を提供し、広域からも人々が集まる環境づくりを
目指します。

《基本的な施策》
　ア　鑑賞事業の充実
　　〇　サントミューゼがホールと美術館からなる複合文化施設であるメリットを活かし、連携に

よる独自の事業展開を図ります。
　　〇　全国の文化施設やアーティスト等とのネットワーク形成により、鑑賞事業を充実させます。
　　〇　地元企業を中心に事業や施設運営に対する支援を募るとともに、日生劇場や劇団四季の招

へいやメディアとの共催事業に取り組み、廉価で質の高い鑑賞事業を提供します。
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　　〇　企画制作に携わる専門人材が常に最新の動向を把握するとともに、観覧者アンケートや
SNSの反響等から来場者ニーズを把握し、魅力ある鑑賞事業や展覧会企画を実施します。

　　〇　美術館の顕彰作家について、より親しみをもってもらえるような事業展開を図ります。
　　〇　情報発信に関しては SNS及び、幅広い利用者を想定した媒体の活用に努めます。

２  文化遺産の継承と活用

（１）基本施策１　地域の歴史や文化遺産の継承

 ①   市民が主体的に行う学習・研究活動の促進支援、学校教育における学習支援　
	 　地域の歴史・文化遺産を後世に残すためには、行政や市民が一体となった活動が不可欠となり
ます。そのためには、第一に多くの人々にこれらの文化遺産を知っていただき、理解を深めてい
ただくことが必要です。

《基本的な施策》
　ア　史資料を活用した学習機会の提供
　　〇　博物館、図書館等が収集した史資料を積極的に公開します。また、地域や市民が保存して

いる史資料についても公開を促します。
　　〇　上田市市民 ICT支援センター等の機関と連携し、デジタル化による保存と、インタ－ネッ

ト等による公開を進めます。その一環として、デジタルアーカイブ※5 についても、情報を
追加し、充実を図っていきます。

　　〇　公民館等の社会教育機関において、それぞれの施設の特徴や地域性を考慮し、より有効な
学習になるよう努めます。

　イ　学校における郷土の歴史や文化を知る学習
　　〇　小中学校において、子どもたちが郷土の歴史や文化、先人・偉人を知る学習を進めます。

その際には、地域ぐるみで学習を支援できるようにし、市は必要に応じて、史資料等の提供
や出前講座により専門職員等の派遣をします。これらのことにより郷土学習を充実します。

　ウ　伝統的な芸能に触れる機会の創出
　　〇　市や主催団体は地域の伝統行事などの情報を積極的に発信し、市民が参加しやすい環境づ

くりを進めます。
　　〇　公民館活動等の中で地域の伝統文化に関する体験や学習機会を設けていきます。

　エ　先人・偉人の顕彰
　　〇　市民、特に青少年が郷土の先人・偉人の業績を知ることは重要なことです。すでに、いく

つかの市民団体が顕彰活動を推進していますが、そのような団体とも協働し、今後も学習機
会を設けていきます。

 ②   市民や団体などが自主的に行う文化財保護活動の支援　
	 　令和 7年 8月には、国・県・市の指定文化財（国登録・選択文化財含む）が合計 315件とな
りました。この件数は類似人口の他都市に比して突出した件数となっています。このことは、上
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田市が古くからの歴史を有し、かつ歴史的に重要な遺産が存在していることを示しています。こ
の 315件の文化財のうち、市が所有しているものは 45件程度であり、大部分は個人、団体等
の民間所有となっています。したがって、文化財の保存においては市民や地域との協働が不可欠
な要件となっています。

《基本的な施策》
　ア　地域に残る伝統芸能の継承と活動の促進
　　〇　伝統芸能の保存団体や指導者、後継者を支援し、団体間の交流促進も含め、地域に根差し

た継承活動を促進します。また、この団体間の交流の中から、市民協働による合同発表の機
会を設けられるようにします。さらに、郷土の豊かな自然や昔から親しまれている祭礼行事・
民俗芸能など、伝統文化に関する活動を重視し、地域の伝統芸能等の調査研究を進めます。

　イ　地域の伝統行事や伝統芸能への参加促進
　　〇　担い手・後継者不足が課題となっている中で、保存関係団体等と連携をし、子どもたちが

興味を持って伝統行事や伝統芸能への参加ができるよう支援をしていきます。

　ウ　各分野における後継者の育成
　　〇　伝統芸能を始め地域固有の伝統文化の保存継承の担い手の後継者不足については、保存団

体間の情報交換や先進地事例に学ぶことにより方途を検討していきます。
　　〇　地域の歴史を研究する専門家の後継者不足については、在野の研究者、教職員や学芸員等

と連携をしながら対応を進めます。
　　〇　歴史分野において専門的な知識を有する市職員が不足してきている中で、職員の採用や育

成等について組織的に対策を進めていきます。

 ③   適切な保存環境の整備　
	 　古くからの歴史を有し、かつ歴史的に重要な遺産が存在している上田市において、地域の歴史
や文化遺産などに関する基礎資料の収集、調査や記録保存を行い、文化財指定や国の登録制度の
活用のほか、情報発信による機運醸成を図り、適切な保存環境の整備に努めます。

《基本的な施策》
　ア　データの収集・集積と情報の整理
　　〇　市民協働で、地域の歴史・文化遺産などに関する基礎資料の収集、未指定物件や新出史料

調査、記録保存を行います。また、それらの資料の情報公開を積極的に行います。
　　〇　文化財に関する資料のデジタル化を進め、情報発信が効率的に出来るようにします。

　イ　文化遺産の保護と保全
　　〇　市は文化財所有者が行う修理をはじめ、市民や企業などが自主的に行う文化財保護活動を

支援します。地域に残る文化遺産の中で重要なものについては、所有者の意志を確認したう
えで、文化財指定等などを通じて適切に保全管理します。埋蔵文化財包蔵地については市ホー
ムページでの公開や制度の周知を行い、埋蔵文化財の保護に努めます。

　　〇　市民協働による「文化財パトロ－ル」等を実施し、地域における文化財保護の意識を醸成
するとともに、市民協働で文化財保護に努めます。

　　〇　歴史的景観を示す町並み等についても、保護と活用策を市と住民とともに進めていきます。
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 ④   史跡上田城跡の調査と適切な保存　
	 　史跡上田城跡は、江戸時代から現存する西櫓（県宝）や昭和２４年に移築復元された南櫓と北
櫓、平成６年に復元された東虎口櫓門のほか、石垣や土塁、堀などが残されており、市民や観光
客に愛される憩いの場となっています。今後も継続して調査・保存し、活用を図る中で次世代に
引き継いでいくことが必要です。

《基本的な施策》
　ア　関連計画に基づく史跡上田城跡の調査と保存
　　〇　「史跡上田城跡保存活用計画」等の関連計画に基づき、継続的に調査し適切に保存します。

（２）基本施策２　地域の歴史や文化遺産の活用

 ①   所有者や地域・市民団体等が主体的に取り組む文化財等の活用事業の支援　
	 　地域の特色ある文化遺産を、まちづくりや観光資源として活用する取組を促進するとともに、
所有者や地域・市民団体等が主体的に取り組む文化財等の活用事業を支援します。

《基本的な施策》
　ア　文化遺産の文化活動での利用
　　〇　博物館、公民館、図書館、学校が行う学習活動での利用を積極的に進めます。
　　〇　市民協働により文化財を使った文化活動（例：「文化財ｄｅ文化祭」）を促進します。

　イ　文化遺産の観光資源としての活用
　　〇　国宝「安楽寺八角三重塔」を始めとした別所・塩田平の寺院郡、国史跡の上田城跡や信濃

国分寺跡などは、すでに上田市の観光の重要拠点にもなっているように、多くの文化遺産を
観光資源として活用していきます。

　　〇　今後も有形無形の文化遺産、独自の生活文化も含めて、地域ごとあるいは全市的・全国的
な連携により、市民協働による観光資源としての価値を見出し活用することを継続的に進め
ます。

 ②   文化財を活用した地域づくり　
	 　デジタルアーカイブ※5 などを活用した情報発信に努め、市民が地域の歴史・文化を知り、誇

りを持つことで、文化財を活用した地域づくりにつなげます。
	 　また、地域の文化財や伝統文化と現代の文化芸術を結びつけ、新たな価値を創造することに努
めます。

《基本的な施策》
　ア　歴史的・文化的遺産の情報発信
　　〇　デジタルアーカイブにより、文化財の情報を発信します。
　　〇　発掘調査の結果を広く周知していきます。
　　〇　広報や新聞、インターネットにより、文化財の最新情報を提供し、その価値やおもしろさ

を発信します。
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　イ　地域の特色のある文化遺産を連携させた、地域づくりへの活用
　　〇　上田市文化財保存活用地域計画に基づき、周辺環境も含めて総合的に文化財を保存・活用

する施策を計画的に進めます。
　　〇　社会教育機関においては、今後も市民の文化遺産や歴史に関する学習を通して、市民の主

体的なまちづくりにつながるように努めます。
　　〇　地域の文化財・伝統芸能と現代の文化芸術を結びつけ、教育普及、デジタル活用、観光連

携などを推進し、地域資源の持続的活性化を図ります。

 ③   日本遺産の普及啓発・情報発信による観光振興の推進　
	 　「レイラインがつなぐ『太陽と大地の聖地』～龍と生きるまち信州上田・塩田平～」が令和２
年に日本遺産の認定を受けました。認定ストーリーや構成文化の普及啓発、魅力発信を通して、
関係団体等と連携しながら地域の活性化及び観光振興に取り組んでいきます。

《基本的な施策》
　ア　上田市日本遺産推進協議会並びに関係団体等による各種事業の実施
　　〇　上田市日本遺産推進協議会及び、各種関係団体との連携により日本遺産を活用した観光誘

客に取り組みます。また、民間事業者等による日本遺産を活用した取組を支援します。

 ④   上田城跡整備事業の推進と活用　
	 　「史跡上田城跡保存活用計画」に沿って「史跡上田城跡整備基本計画」の改訂を進め、計画に
基づき、整備事業を進めることにより、一層の活用を図ります。

《基本的な施策》
　ア　史跡上田城跡の調査に基づく整備の推進と一層の活用
　　〇　現存する石垣や土塁、堀等に加え、櫓や櫓門、二の丸東虎口の堅牢な石垣の配置、尼が淵

の要害等を再現することにより、史跡上田城跡の価値を顕在化し、来訪者がその特徴や歴史
を体験できるような整備・活用を推進します。

　　〇　市民や関係団体などと、堅固な尼が淵の要害や本丸七つ櫓、各所に配置された鬼門除けの
仕組みなど、史跡上田城跡の魅力を共有し、上田市全体で保存・活用を推進します。
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用語解説資料１

※ 1　ジェンダー・ギャップ指数……… 4 ページ
	 各国の社会進出における男女格差を示す指標。世界経済フォーラム（WEF）が毎年公表している

もので、経済活動や政治への参画度、教育水準、出生率や健康寿命など、4分野 14項目における
男女格差の状況を指数化し、国別に順位をつけたもの

※ 2　アウトリーチ……………………… 7 ページ
	 プロのアーティストが学校や公民館等へ出向き、ワークショップやミニ・コンサートなどを行う

こと

※ 3　企業メセナ………………………… 7 ページ、9 ページ
　　企業による社会貢献の一環として行う文化芸術支援

※ 4　レセプショニスト………………… 11 ページ、17 ページ
	 コンサートなどの公演の際に、チケットテイク（もぎり）、プログラムの配布、座席案内や誘導、

会場の準備、お問い合わせ対応などを行うスタッフ

※５　デジタルアーカイブ…………… 12 ページ、14 ページ、18 ページ、20 ページ
	 インターネットにより、美術館、博物館などで、その場所でしか見る事の出来ない美術品・貴重

資料を、世界中の人々が自由に閲覧できるようにする仕組み

※６　選択制度………………………… 13 ページ
	 国及び県が、指定していない無形民俗文化財のうち、指定に準ずる文化財として「記録作成の措

置を講ずべき無形の民俗文化財」に選択したもの。

※７　シビックプライド……………… 16 ページ
	 「都市（まち）に対する市民の誇り」、「ここをよりよい場所にするために自分自身が関わっている」

という、当事者意識に基づく自負心を意味している。コミュニティが「人と人のつながり」であ
るのに対し、シビックプライドは、基本的には「人とまちのつながり」であり、郷土愛が源泉と
なる。
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上田市文化財一覧資料２
国指定文化財　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和８年４月１日現在）

種　別 № 名　　　称 所有者 指定年月日 員数 時　　　代 内　　　　　容
国
宝建造物 1 安楽寺八角三重塔 安楽寺 S27.3.29 1 鎌倉時代末期 八角三重塔婆、初重裳階付、こけら葺、高さ18.56ｍ

（附）仏壇・棟札

重
　
要
　
文
　
化
　
財

建
　
造
　
物

2 国分寺三重塔 国分寺 M40.8.28 1 室町時代中期 三間三重塔婆、銅板葺、高さ20.10ｍ
（附）棟札

3 前山寺三重塔 前山寺 T11.4.13 1 室町時代後期 三間三重塔婆、こけら葺、高さ18.07ｍ

4 法住寺虚空蔵堂 法住寺 T11.4.13 1 室町時代 間口三間、奥行四間、入母屋造、こけら葺、折衷様式
（附）厨子・棟札

5 中禅寺薬師堂 中禅寺 S11.9.18 1 鎌倉時代前期 桁行三間、梁行三間、宝形造、茅葺
（附）棟札

6 常楽寺多宝塔 常楽寺 S36.3.23 1 鎌倉時代
(13世紀) 安山岩、総高274cm

7 旧常田館製糸場施設 笠原工業㈱ H24.12.28 7 明治36年ほか 三階繭倉庫、四階繭倉庫、五階繭倉庫、五階鉄筋繭倉庫、
撰繭場、事務所兼住宅、文庫蔵

彫
　
　
　
刻

1 木造惟仙和尚坐像 安楽寺 T12.3.28 1 鎌倉時代末期
(嘉暦四年1329) 桧材、寄木造、彩色、玉眼嵌入、像高74.4cm

2 木造恵仁和尚坐像 安楽寺 T12.3.28 1 鎌倉時代末期
(嘉暦四年1329) 桧材、寄木造、彩色、玉眼嵌入、像高75.1cm

3 薬師如来坐像 中禅寺 T12.3.28 1 平安時代後期
(13世紀前半)

桂材、寄木造、像高97.8㎝
（附）木造神将立像

4 銅造観音菩薩立像 長福寺 S15.10.14 1 白鳳時代
(7世紀後半) 銅造、像高36.7cm

工
芸
品

1 刀（無銘長谷部） 個人 S31.6.28 1 南北朝時代 刀長70.0cm、反り2.4cm

2 小文地桐紋付韋胴服 上田市 S51.6.5 1 室町時代後期
(16世紀)

表：七曜星重小文薫韋、裏：濃茶染韋、
白鹿韋五三桐紋7ヶ所、身丈89.0cm、肩幅70.5㎝

古文書 1 生島足島神社文書 生島足島神社 S62.6.6 94 室町時代後期から
江戸時代初期 起請文83通（永禄9・10年）　寄進状ほか11通

歴史 
資料 1 反射望遠鏡 上田市 H24.9.6 1 江戸時代後期

（天保5年1834）
グレゴリー式反射望遠鏡　国友一貫斎作

（附）覚書
重要有形

民俗文化財 1 染屋焼コレクション 上田市 S39.5.29 66 江戸時代末期から
昭和初期 甕･壺類46点、鉢類12点、その他8点

記
　
念
　
物

史
　
　
　
跡

1 信濃国分寺跡 上田市ほか S5.11.19 1 奈良時代(8世紀) 4,178.00㎡、追加指定（S43.3.19）125,161.70㎡

2 上田城跡 上田市ほか S9.12.28 1 安土桃山時代
(天正11年1583) 111,586㎡

3 鳥羽山洞窟 深山・岡森・
一本木諏訪神社 S53.1.27 1 縄文・古墳時代 古墳時代の葬所跡（曝葬）幅25ｍ、奥行15ｍ

天
然
記
念
物

1 西内シダレクリ自生地 個人 T9.7.17 1 自生地、上田市平井字上の原一帯

2 東内シダレエノキ 上田市・下和子自治会 T9.7.17 1 接木子木（7本）、実生子木（5本）

3 四阿山の的岩 上田市東御市真田
共有財産組合 S15.2.10 1 幅2～3ｍ、高さ15ｍ、長さ200ｍ　

垂直に柱状節理が発達した安山岩の大岩脈

国登録有形文化財
種別 № 名　　　称 所有者 登録年月日 員数 時　　　代 内　　　　　容

建
　
造
　
物

1 上田蚕種協業組合事務棟 上田蚕種㈱ H9.5.7 1 大正６年(1917)頃 木造2階建、瓦葺、建築面積764㎡

2 信州大学繊維学部講堂
（旧上田蚕糸専門学校講堂） 信州大学 H10.9.2 1 昭和４年(1929) 木造2階建、鉄板葺、建築面積357㎡

3 旧常田幼稚園園舎 カルディア会
上田いずみ園 H15.7.1 1 大正8年(1919) 木造2階建、瓦葺、建築面積194㎡

4 花屋ホテル本館・事務室棟ほか ㈱花屋ホテル H18.10.18 19 大正7年（1918）他 木造、瓦葺ほか

5 旧草間歯科医院 個人 H19.7.31 1 大正12年(1923) 木造2階建、瓦葺、建築面積53㎡

6 飯島商店店舗棟・事務所棟・
作業所棟 ㈱飯島商店 H19.10.2 3 明治27年頃

(1894)他
店舗棟　木造3階建、鉄板葺、146㎡ 事務所棟 木造3階建、
瓦葺、231㎡ 作業所棟 木造3階建、瓦葺、330㎡

7 信州大学繊維学部資料館
（旧上田蚕糸専門学校貯繭庫） 信州大学 H25.6.21 1 明治43年（1910） 煉瓦造2階建、瓦葺、建築面積67㎡

8 信州大学繊維学部守衛所
（旧上田蚕糸専門学校門衛詰所） 信州大学 H25.6.21 1 大正元年（1912）/

昭和4・39年移築他 木造平屋建、鉄板葺、建築面積24㎡

9 筑波大学山岳科学センター
菅平高原実験所大明神寮 筑波大学 H30.3.27 1 昭和40年(1965) 木造平屋建、金属板葺、建築面積147㎡

10 旧松髙産婦人科医院大正館・
表門及び塀 個人 H30.11.2 2 大正時代前期 大正館：木造２階建、金属板葺、建築面積33㎡、表門及び塀：

及びコンクリート造、間口2.2ｍ、総延長15ｍ
11 相澤商店店舗 個人 H30.11.2 1 昭和10年（1935） 木造２階建、銅板葺、建築面積157㎡

12 上田聖ミカエル及諸天使教会堂 日本聖公会中部教区 R3.2.4 1 昭和7年（1932） 木造平屋建一部地階付、瓦葺、建築面積171㎡

13 小泉家住宅店舗兼主屋 個人 R3.2.4 1 明治前期/
平成28年改修 木造２階建、瓦葺、建築面積142㎡

14 佐藤家住宅（三ツ引）主屋及び
奥上段・蚕室・消毒室・文庫蔵ほか 個人 R3.6.24 9 江戸後期～

明治後期 木造、瓦葺ほか

15 前山寺本堂及び庫裏・玄関・山門 前山寺 R6.3.6 4 江戸中期～後期/
平成13年改修ほか

本堂：木造平屋建、茅葺 庫裏・玄関：木造平屋建、瓦葺 山門：
木造平屋建、茅葺 ほか

16 りんどう橋 上田市 R6.3.6 1 明治中期/昭和3年・
平成19年移築 鋼製単桁橋、橋長33ｍ、幅員4.4ｍ

17 旧佐藤家住宅（藤本）一号蚕室ほか 藤本工業㈱ R6.8.15 6 明治前期/明治中期 土蔵造、瓦葺ほか

18 東福寺檀信徒会館
（旧滝沢家住宅主屋） 東福寺 R7.8.6 1 江 戸 後 期/安 政3

年（1856）頃改修 木造平屋建、茅葺（鉄板仮葺）、建築面積190㎡

19 旧土屋家住宅主屋 個人 R7.11.17 1 明治25年/
昭和中期改修 木造2階建、茅葺（鉄板仮葺）、建築面積116㎡

国登録有形民俗文化財
種別 № 名　　　称 所有者 指定年月日 員数 時　　　代 内　　　　　容
有形の

民俗文化財 1 松山犂の製作用具及び製品 （公財）
松山記念館 R8.3.24 541 明治時代	 製品用具　476点、製品　65点
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国認定重要美術品
種別 № 名　　　称 所有者 指定年月日 員数 時　　　代 内　　　　　容
絵
画 1 板絵著色三浦屋の図 常楽寺 S16.7.23 1 江戸時代中期

(享保15年 1730) 高さ116cm×横170cm

書
　
跡

1 大般若経六百帖箱 常楽寺 S8.7.25 600 南北朝から
室町時代 版本444帖及び写本156帖

2 紙本墨書徳川家康日課念仏 常楽寺 S9.5.18 1 江戸時代初期
(慶長17年 1612) 縦26cm×横140cm

県指定文化財
種　別 № 名　　　称 所有者 指定年月日 員数 時　　　代 内　　　　　容

県
　
　
　
宝

建
　
造
　
物

1 上田城（南櫓、北櫓、西櫓） 上田市 S34.11.9 3 江戸時代初期
（寛永3～5年）

桁行5間、梁間4間、木造2階建、入母屋造、本瓦葺
寛永3～5年（1626～1928）に仙石忠政が建築

2 石造五輪塔（金王五輪塔） 舞田自治会 S49.11.14 1 鎌倉時代初期 総高211cm

3 西光寺阿弥陀堂 西光寺 S56.12.7 1 室町時代後期
(16世紀前半)

桁行三間(一間吹放し、梁間三間、木造平屋建、入母屋造、
柿葺

4 生島足島神社歌舞伎舞台 生島足島神社 S61.8.25 1 明治元年(1868) 桁行9間、張間6.5間、木造平屋建、切妻造、桟瓦葦
回転台直径4.5ｍ

5 文殊堂 天竜寺 S63.8.18 1 江戸時代 間口三間、奥行四間、入母屋造、銅板葺

6 実相院宝篋印塔 実相院 H3.8.15 1 南北朝時代
（貞治6年 1367） 総高213.5㎝

7 国分寺本堂（薬師堂） 国分寺 H9.2.20 1 江戸時代末期
（万延元年 1860) 桁行八間、梁間五間、単層入母屋造、屋根桟瓦葺

8 生島足島神社本殿内殿 生島足島神社 H10.10.26 1 室町時代後期
(16世紀前期から中期) 桁行柱間三間、梁間柱間二間、屋根切妻厚板張

9 生島足島神社摂社諏訪社本殿
及び門 生島足島神社 H14.3.28 2 江戸時代初期

(慶長15年 1610) 本殿：一間社流造、銅板葺(元こけら葺)

10 旧倉沢家住宅主屋及び客座敷 上田市 H17.3.28 2 江戸時代前期
（17世紀中頃）ほか

木造平屋建、茅葺、寄棟造（附）表門・文庫蔵・土蔵・倉庫･
井戸及び上屋・屋敷神祠・普請文書

絵　
画

1 紙本墨書著色正保の信濃国
絵図 上田市 S49.11.14 1 江戸時代前期

(正保4年 1647) 縦854cm×横464cm

2 絹本著色綱敷天神像 常楽寺 H17.3.28 1 室町時代
（応永12年 1405)

軸装、本紙（縦69.0㎝、横36.2㎝）、
軸（縦169.5㎝、横50.8㎝）、菅原道真（綱敷天神）画像

彫
　
　
　
刻

1 木造阿弥陀如来坐像 霊泉寺 S55.3.13 1 南北朝時代 寄木造、像高96㎝、（附）造内納入品一括

2 中禅寺木造金剛力士立像 中禅寺 H13.3.29 2 平安時代末期 桂材(一部桧材)、寄木造、阿吽一対、像高：阿形219cm、
吽形222cm

3 銅造阿弥陀如来及び
両脇侍立像 願行寺 H29.3.16 3 鎌倉時代後期

（13世紀末）
銅造　善光寺式一光三尊仏　像高47.5㎝（中尊）　
33.2㎝（左脇侍）　32.2㎝（右脇侍）

4 木造十一面観音菩薩立像 実相院 H30.2.13 1 平 安 時 代 後 期（12
世紀第2～3四半期） 桂材、寄木造、彫眼、像高107.8㎝

工
　
芸
　
品

1 太刀（山浦壽昌） 上田市 S40.1.14 1 江戸時代末期
（弘化4年 1847） 刀長97.5cm、反り2.1cm、山浦壽昌（真雄）作

2 刀（源清磨） 個人 S41.3.17 1 江戸時代末期
（嘉永2年 1849） 刀長72.7cm、反り1.8cm、源清麿作

3 刀（源清磨） 個人 S41.3.17 1 江戸時代末期
（嘉永2年 1849） 刃長71.2cm、反り1.9cm、源清麿作

考
古
資
料

1 唐沢Ｂ遺跡出土品 上田市 H12.9.21 32 縄文時代草創期 石斧、尖頭器等の石器類25点、剥片6点、礫1点

2 鳥羽山洞窟遺跡出土品 上田市 H19.1.11 247 縄文・古墳時代 須恵器、石釧、銅釧、鉄剣、鹿角装刀子、鉄製馬具等

　
記
　
念
　
物

史　　　
跡

1 真田氏館跡 上田市ほか S42.10.23 1 室町時代後期 東辺80ｍ　西辺130ｍ　北辺150ｍ　南辺160ｍ

2 戸石城跡 私所有42名 S44.5.15 1 室町時代後期 28,818㎡、米山城を含む

3 塩田城跡 私所有46名 S45.4.13 1 鎌倉時代後期 146,038㎡

4 菅平唐沢岩陰遺跡 上田市東御市真田
共有財産組合 S48.3.12 1 縄文時代から

古墳時代 標高1,240ｍ　幅15ｍ　奥行2ｍ　高さ3ｍの岩陰遺跡

天
然
記
念
物

1 菅平のツキヌキソウ自生地 菅平牧場畜産
共同組合 S35.2.11 1 スイカズラ科ツキヌキソウ属　多年草　高さ70～90㎝

2 小泉、下塩尻及び南条の岩鼻 法人3及び
個人8名 S49.1.17 2 104,469㎡ (うち上田市83,960㎡ )　モイワナズナ・シン

パク・シモフリナデシコが自生、チョウゲンボウが生息
3 小泉のシナノイルカ 高仙寺 S49.11.14 1 約1,400万年前 化石、長さ1.2m

市指定文化財
種別 № 名　　　称 所有者 指定年月日 員数 № 名　　　称 所有者 指定年月日 員数

建
　
造
　
物

1 荒神宮本殿 荒神宮 S43.4.25 1 20 荒神宮石造五輪塔 荒神宮 S59.4.9 1

2 石造五輪塔 （二基） 下塩尻自治会 S43.4.25 2 21 常楽寺石造多層塔 常楽寺 S59.4.9 1

3 願行寺四脚門 願行寺 S43.4.25 1 22 安曽甚太夫五輪塔 個人 S59.4.9 2

4 上田藩主居館表門及び土塀・濠・土塁 長野県 S44.5.9 1 23 上田原石造五輪塔 個人 S61.6.5 1

5 奈良尾石造多重塔（弥勒仏塔） 奈良尾自治会 S44.6.5 1 24 太郎山神社本殿 太郎山並太郎山
神社保存会 H1.10.9 1

6 安楽寺経蔵（附）八角輪蔵 安楽寺 S44.6.5 1 25 妙見寺　鳴龍 妙見寺 H1.12.20 1

7 霊泉寺五輪塔 霊泉寺 S45.1.1 1 26 五加八幡神社石燈籠 五加自治会 H2.2.20 1

8 竹の花五輪塔 個人 S45.1.1 1 27 塩野神社拝殿及び本殿 東前山・
西前山自治会 H3.9.12 2

9 信濃国分寺石造多宝塔 国分寺 S46.4.8 1 28 平井諏訪神社奉納殿 西内崇敬会 H4.3.26 1

10 中原宝篋印塔 中原自治会 S47.4.1 1 29 旧上田市立図書館 上田市 H5.2.3 1

11 安良居神社本殿 上丸子４自治会 S47.7.1 1 30 旧宣教師館 上田市 H5.5.6 1

県選択無形民俗文化財
種別 № 名　　　称 所有者 選択年月日 員数 時　　　代 内　　　　　容
無形
民俗 1 別所岳の幟りの習俗 岳の幟保存会 S44.3.30 1 室町時代

（伝：永正元年 1504） 雨乞い習俗として地域的特色のある行事

国選択無形民俗文化財
種別 № 名　　　称 所有者 指定年月日 員数 時　　　代 内　　　　　容
無
形
の
民
俗
文
化
財

1 戸沢のねじ行事 戸沢のねじと
馬引き保存会 H8.11.28 1 「ねじ」は、縁起物などをかたどった食物

2 別所温泉の岳の幟行事 岳の幟保存会 H9.12.4 1 室町時代
（伝：永正元年 1504） 雨乞い習俗として地域的特色のある行事

3 上田市八日堂の蘇民将来符頒布習俗 信濃国分寺・蘇民講 H12.12.25 1 室町時代以降 1月7・8日に六角柱型の護符（蘇民将来符）を頒布

－ 25－



種別 № 名　　　称 所有者 指定年月日 員数 № 名　　　称 所有者 指定年月日 員数

建
　
造
　
物

12 中禅寺石造五輪塔 中禅寺 S48.4.9 1 31 別所神社本殿 別所神社 H6.11.1 1

13 東昌寺鐘楼 東昌寺 S49.6.5 1 32 カネタの煙突 個人 H7.8.29 1

14 弾正塚宝篋印塔 個人 S50.10.1 1 33 常楽寺本堂 常楽寺 H9.4.9 1

15 日吉社の社殿 大宮諏訪神社氏子 S51.6.19 1 34 全芳院本堂 全芳院 H17.1.28 1

16 南方薬師堂 南方自治会 S52.11.28 1 35 依水館客殿及び玄関 上田市 H18.1.27 2

17 小泉大日堂 高仙寺 S56.4.8 1 36 笠原工業常田館製糸場 笠原工業㈱ H22.2.19 8

18 宗吽寺石幢 宗吽寺 S57.4.13 1 37 飯沼郷蔵 飯沼自治会 H28.4.20 1

19 塩野神社廻り舞台 保野自治会 S58.4.8 1 38 旧千曲会館 信州大学 H28.6.22 1

絵
　
　
画

1 紙本著色花鳥人物屏風 竜光院 S44.6.5 2 6 絹本著色藤娘と鬼の念仏絵 常楽寺 S52.3.18 1

2 板絵著色劉備檀渓渡河の図 常楽寺 S47.6.8 1 7 板絵著色絵馬富士の巻狩り 富士嶽神社 S55.4.8 1

3 板絵著色踊り念仏と六歌仙図 常楽寺 S47.6.8 1 8 仏生誕・涅槃図 藤原田自治会 S57.3.14 2

4 絹本著色聖観音画像 常楽寺 S48.4.9 1 9 紺屋町八幡社絵馬 上田市 S60.9.6 2

5 絹本著色愛染明王画像 常楽寺 S48.4.9 1

彫
　
　
　
刻

1 長泉寺板碑 長泉寺 S45.1.1 1 14 木製鬼板 手塚八幡社 S56.3.6 2

2 聖観音立像 小沢根自治会 S46.2.15 1 15 藤原田木造千手観音坐像 藤原田自治会 S57.3.14 1

3 弥勒菩薩坐像 鳥屋自治会 S46.2.15 1 16 木造狛犬 塩野神社 S57.4.13 2

4 木造馬頭観音坐像 実相院 S47.4.1 1 17 双体道祖神 鳥屋自治会 H6.3.18 1

5 木造僧形坐像 横沢自治会 S47.4.1 1 18 掌善掌悪の碑 妙見寺 H6.3.18 2

6 尾野山木造千手観音立像 尾野山自治会 S47.7.1 1 19 石幢 正念寺 H6.3.18 1

7 木造阿弥陀如来立像 芳泉寺 S49.6.5 1 20 木造菩薩立像 願行寺 H6.11.1 1

8 南方荒野板碑 個人 S53.12.27 2 21 木造阿弥陀如来坐像 耕雲寺 H12.4.26 1

9 石造大姥坐像 富士嶽神社 S55.4.8 1 22 西光寺金剛力士像 西光寺 H13.9.13 2

10 木造獅子頭 塩野神社 S55.4.8 2 23 木造大日如来坐像 前山寺 R6.11.28 1

11 木造狛犬 生島足島神社 S55.4.8 2 24 木造薬師如来立像 神畑自治会 R6.11.28 1

12 木造薬師如来立像 馬背神社 S56.2.6 1 25 木造阿弥陀如来坐像 芳泉寺 R6.11.28 1

13 木造狛犬 馬背神社 S56.3.6 2 26 木造阿弥陀如来坐像 芳泉寺 R6.11.28 1

工
　
芸
　
品
　

1 銅製鰐口 観音寺 S43.4.25 1 11 銅製孔雀文磬 高仙寺 S49.6.5 1

2 銅製雲板 陽泰寺 S43.4.25 1 12 東昌寺僧具 東昌寺 S53.4.8 7

3 灰釉四耳壺 深区神社 S44.5.9 1 13 鋳銅製御正躰 日輪寺 S54.4.9 1

4 褐色縅唐冠崩し当世具足 上田市 S44.5.9 1 14 鉄製湯釜 生島足島神社 S55.4.8 6

5 紺糸縅白熊毛当世具足 上田市 S44.5.9 1 15 刀　糸巻太刀拵付 菅平自治会 S56.6.26 2

6 沓掛家蹴鞠資料 個人 S45.5.11 49 16 銅製陣鐘 個人 S58.4.8 1

7 銅製鰐口 中禅寺 S45.6.5 1 17 銅製鉦鼓 荒井自治会 H8.6.25 1

8 紺糸縅金剛力士頭当世具足 上田市 S46.4.8 1 18 銅製雲板 個人 H8.6.25 1

9 木造百万塔 常楽寺 S48.4.9 1 19 銅製十一面観音像御正体 三島神社氏子 H20.6.24 1

10 銅製御正躰（懸仏） 高仙寺 S49.6.5 1 20 刀 個人 R6.11.28 1

書
跡

1 佐久間象山書五反幟 五加八幡社 S44.6.5 2 3 加舎白雄自筆酒中仙屏風 個人 H2.2.20 1

2 加舎白雄自筆画賛屏風 個人 H2.2.20 1

古
　
文
　
書

1 海野町柳沢家日記(本陣日記) 個人 S44.5.9 146 11 紙本墨書武田信玄朱印状（小泉家） 個人 S55.4.8 1

2 原町滝沢家日記(問屋日記） 個人 S44.5.9 157 12 野倉惣帳 野倉自治会 S56.3.6 1

3 元禄信濃国絵図 上田市 S44.5.9 1 13 信濃国分寺勧進帳 国分寺 S57.4.13 11

4 黄檗版蔵経 安楽寺 S44.6.5 7334 14 天保信濃国絵図 上田市 S58.4.8 15

5 紙本墨書武田信玄の朱印状 塩野神社 S45.6.5 1 15 真田氏文書 山家神社・信綱寺・
実相院・上田市 S59.8.31 17

6 紙本墨書武田勝頼の朱印状 前山寺 S45.6.5 1 16 上田藩村明細帳 個人 S61.6.5 77

7 紙本墨書開善寺宛武田信玄判物 海禅寺 S54.4.9 1 17 牛頭天王祭文 国分寺 H7.12.7 1

8 紙本墨書開善寺宛武田信玄寄進状 海禅寺 S54.4.9 1 18 真田氏給人知行地検地帳 個人 H11.3.26 1

9 紙本墨書武田信玄朱印状 向源寺 S54.4.9 1 19 安楽寺蘭渓道隆尺牘 安楽寺 H17.9.28 1

10 紙本墨書武田信玄朱印状（西光寺宛） 西光寺 S55.4.8 1

考
古
資
料

1 石器 個人 S50.10.1 614 5 銅印 上田市 H25.3.14 1

2 巴形銅器 個人 S50.11.13 1 6 鉄鑿 上田市 H25.3.14 1

3 雁石遺跡魚形土製品 上田市 H10.6.30 1 7 鉄矛 上田市 H27.7.23 1

4 銅三尊仏 上田市 H25.3.14 1
歴
史
資
料

1 小山真夫調査野帳 上田市 S50.11.13 26 3 岩谷堂法蔵寺奉加帳 宝蔵寺 H9.12.24 1

2 赤松小三郎佩刀 上田市 S58.4.8 1 4 蔵前の大桝 個人 H24.10.19 1
無
形
文
化
財

1 尾野山三頭獅子 尾野山無形文化財
保存会 S51.7.30 1 3 腰越諏訪神社御柱祭御練り 腰越御練り

保存会 H4.3.26 1

2 尾野山式三番叟 尾野山無形文化財
保存会 S53.12.27 1 4 依田神社大神楽獅子舞 御嶽堂依田神社

大神楽保存会 H5.8.19 1

－ 26－

資
料
編



種別 № 名　　　称 所有者 指定年月日 員数 № 名　　　称 所有者 指定年月日 員数

有
形
民
俗
文
化
財

1 蘇民将来符 国分寺及び
檀信徒 S43.4.25 1 8 円座（いっつあ） 個人 S55.4.8 1

2 八日堂縁日図 国分寺 S43.4.25 1 9 男石神社絵馬 赤坂自治会 S58.4.8 71

3 板碑 個人 S44.5.9 10 10 地芝居引幕 野倉自治会 S61.6.5 6

4 藤本蚕種株式会社保存繭標本 上田市 S44.5.9 2500 11 お舟の天王山車 海野町自治会 S61.8.5 1

5 浜村家能面狂言面 上田市 S46.4.8 70 12 下丸子釈迦涅槃図 下丸子自治会 H6.8.29 1

6 能衣装上田縞小格子厚板 上田市 S46.4.8 1 13 祇園祭礼屏風 上田市 H15.10.9 2

7 五位塚の板碑 上室賀自治会 S47.4.1 3 14 三島神社の円座（いっつぁ） 三島平自治会 H18.1.27 3

無
形
民
俗
文
化
財

1 常田獅子 常田獅子保存会 S43.4.24 1 8 前山三頭獅子 東前山獅子
保存会 H1.3.8 1

2 房山獅子 房山獅子保存会 S43.4.24 1 9 上室賀三頭獅子 室賀水上神社三頭
獅子ささら保存会 H5.2.3 1

3 岳の幟 岳の幟保存会 S44.6.5 1 10 下室賀三頭獅子 下室賀自治会 H5.5.6 1

4 保野の祇園祭 保野祇園祭
保存会 S44.6.5 1 11 太郎山神社太々神楽 太郎山神社

太々神楽保存会 H7.12.7 1

5 子檀嶺神社御柱祭行事 子檀嶺神社氏子 S46.2.15 1 12 下之郷三頭獅子 下之郷三頭
獅子舞保存会 H11.2.9 1

6 三ッ頭獅子 上原三ツ頭獅子
保存会 S54.5.1 1 13 横道の十九夜講 横道３自治会 H12.4.26 1

7 氷上王子神社大神楽獅子舞 氷上王子神社
神楽保存会 S56.3.6 1 14 一心神社祭典行事 一心神社氏子 H1.12.20 1

史
　
　
　
跡

1 赤坂将軍塚古墳 赤坂自治会 S43.4.24 1 24 新屋古墳 個人 S48.4.9 1

2 二子塚古墳(前方後円墳） 二子神社 S43.4.25 1 25 皇子塚古墳 八幡社氏子会 S48.4.9 1

3 下青木吉田原古墳 下青木自治会 S44.5.9 1 26 日向畑遺跡 上田市 S50.4.1 1

4 秋和大蔵京古墳 豊秋霧原野神社 S44.5.9 1 27 藤沢古墳１号・２号 個人 S50.10.1 2

5 活文禅師遺跡１号 毘沙門堂跡 上田市 S44.5.9 1 28 塚穴原第１号古墳 上田市 S53.4.8 1

6 活文禅師遺跡２号 
龍洞院敷地及び遺品 龍洞院 S44.5.9 1 29 赤松小三郎遺髪の墓 月窓寺 S53.4.8 1

7 活文禅師遺跡3号 岩門大日堂跡 岩門自治会 S44.5.9 1 30 成沢寛経翁奥城（墓） 日輪寺 S53.4.8 1

8 辰ノ口高塚 個人 S45.1.1 1 31 竹内善吾武信の墓 呈蓮寺 S53.4.8 1

9 小松姫（真田信之室）の墓 芳泉寺 S45.5.11 1 32 神宮寺古墳 個人 S55.4.8 1

10 岩谷堂岩窟古墳 宝蔵寺 S46.3.1 1 33 東馬焼窯跡 個人 S56.3.6 1

11 王子塚古墳 王子神社 S46.4.8 1 34 仙石家霊廟 芳泉寺 S56.4.8 2

12 寒松院（真田昌幸室）の墓 大輪寺 S46.4.8 1 35 仙石家本陽寺墓所 本陽寺 S56.4.8 1

13 岡城跡 私所有15名 S47.4.1 1 36 矢花の七つ塚 個人 S57.4.13 4

14 広山寺古墳 広山寺 S47.4.1 1 37 畑山発電所跡 個人 S57.4.13 1

15 真田氏本城跡 十林寺自治会ほ
か S47.4.1 1 38 弘長三年光明寺建立碑 長谷寺 S58.3.7 1

16 松尾城跡 横沢自治会ほか S47.4.1 1 39 岩井観音堂再建碑 長谷寺 S58.3.7 1

17 天白城跡 赤井自治会ほか S47.4.1 1 40 塚穴古墳 赤坂自治会 S58.4.8 1

18 横尾城跡・内小屋城跡 横尾自治会ほか S47.4.1 2 41 舟窪古墳群 上田市 S60.9.6 5

19 根小屋城跡 曲尾自治会ほか S47.4.1 1 42 タタラ塚古墳 長野県 S63.3.7 1

20 洗馬城跡 個人 S47.4.1 1 43 徳邦和尚火定の跡 大円寺 H1.3.8 1

21 真田幸隆・昌幸の墓 長谷寺 S47.4.1 3 44 中山城跡 小沢根自治会 H1.12.20 1

22 真田信綱の墓 信綱寺 S47.4.1 2 45 浦野城跡・御射山祭広庭跡 個人 H23.2.8 7

23 他田塚古墳 上田市 S47.6.8 1

名
　
勝

1 岩屋観音洞窟 横沢自治会 S54.5.1 1 5 天狗の欄干 国
（東信森林管理所） S54.5.1 1

2 シシの牢 国
（東信森林管理所） S54.5.1 1 6 鬼ケ城 国

（東信森林管理所） S54.5.1 1

3 鬼の門 国
（東信森林管理所） S54.5.1 1 7 鴻の巣 上田市 H10.11.18 1

4 アラ板の岩壁とネンボウ岩 国
（東信森林管理所） S54.5.1 2

天
　
然
　
記
　
念
　
物

1 科野大宮社社叢 科野大宮社 S44.5.9 1 16 石割りのアオナシ 上田市 S54.5.1 1

2 大星神社社叢 大星神社 S44.5.9 1 17 信広寺のシダレザクラ 信廣寺 S54.10.24 1

3 枕状溶岩露出地 上田建設事務所 S46.3.1 1 18 大布施のヒガンザクラ 個人 S54.10.24 1

4 大日向の二形カエデ 個人 S47.4.1 1 19 南方荒野ビャクシン 個人 S55.4.26 2

5 菅平湿原のクロサンショウウオ S47.4.1 1 20 菅平口の枕状溶岩 個人 S57.1.20 1

6 穴沢弾正塚の一本松 個人 S47.4.1 1 21 山家神社社叢 山家神社 S57.3.2 1

7 大宮諏訪神社のサワラの木 大宮諏訪神社
氏子 S47.4.27 1 22 番匠のカツラ 個人 S58.7.15 1

8 武石 信廣寺・上田市 S47.4.27 1 23 桑の木 上田市 S60.9.6 1

9 ナンジャモンジャの木 上塩尻自治会 S48.4.9 1 24 大笹街道のシナノキ群 菅平牧場畜産
協同組合ほか S63.12.20 5

10 愛染カツラ 常楽寺 S49.6.5 1 25 緑簾石 上田市 H1.12.20 1

11 出早雄神社社叢 下原・上原・大畑
自治会 S50.10.1 1 26 大六のケヤキ 石神自治会 H4.5.13 1

12 駒形神社のトチの木 余里自治会 S51.6.19 1 27 岩谷堂エドヒガン 宝蔵寺 H9.12.24 1

13 天神宮のケヤキ 岩下自治会 S52.3.18 2 28 ちがい石の産地 前山寺・東前山
生産森林組合 H10.5.15 1

14 高仙寺参道並木 高仙寺 S54.4.9 1 29 ニホンオオカミの頭骨 上田高等学校 H18.2.16 1

15 前山寺参道並木 上田市 S54.4.9 1 30 マダラヤンマ及びその生息地 上田市 H18.2.16 1
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市内文化施設、社会教育施設一覧資料３

■ホール等
施設名等 開館時間等 概要

上田市交流文化芸術センター
　天神三丁目15番15号
　℡２７－２０００

【開館時間】
午前９時～午後10時
　※受付　午前9時～午後5時
【休館日】
火曜日、（火曜日が祝日にあたる
ときは、その翌平日）、
12/29～1/3

○大ホール
　固定席　1,530席
　　　　１階席　　　 1,002席
　　　　２階席　　　　 272席
　　　　３階席　　　　 256席
○小ホール
　固定席　320席
　　　　1階席　　　　 288席
　　　　バルコニー席　　32席
○大スタジオ
　　床面積　250㎡
○中スタジオ、スタジオ１～４、多目的
ルーム、第１会議室、和室

上田文化会館
　材木町1-2-3
　℡２２－０７６０

【開館時間】
午前９時～午後10時
【休館日】
月曜日、祝日の翌日、
12/29～1/3

○ホール
　　固定席　502席
○練習室・楽屋・展示室

上田創造館
　上田原1640
　℡２３－１１１１

【開館時間】
午前９時～午後10時
【休館日】
12/29～1/3、
定期清掃日

○ホール
○会議室・楽屋・展示室・
　プラネタリウム

丸子文化会館
　上丸子1488
　℡４２－０００１

【開館時間】
午前９時～午後10時
【休館日】
月曜日、祝日の翌日、
12/29～1/3

○セレスホール（大ホール）
　　固定席　808席
○小ホール
　　移動席　306席
○会議室・展示室

信州国際音楽村
　生田2937-1
　℡４２－３４３６

【開館時間】
午前９時～午後10時
【休館日】
月曜日（休日の場合は開館）、
年末年始、施設点検日

○ホールこだま
　最大　300席
　控室2室、会議室4室
○生涯学習の里研修センター
　研修棟　談話室、研修室等
　宿泊棟　和室（4人）４室、
　洋室（3人）８室　　　　　
○公園　芝生広場、四阿

■美術館
施設名等 開館時間等 概要

上田市立美術館
　天神三丁目15番15号
　℡２７－２３００

【開館時間】
午前９時～午後5時
【休館日】
火曜日（祝日の場合は翌日）、
12/29～1/3

○収蔵資料　6,586点
○企画展示室　床面積　424㎡
○常設展示室　床面積　272㎡
○市民アトリエ・ギャラリー、
　アトリエ、子どもアトリエ
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施設名等 開館時間等 概要
上田市立博物館
　二の丸3-3
　℡２２－１２７４

【開館時間】
午前９時～午後５時
【休館日】
水曜日、祝日の翌日、
12/29～1/3

○収蔵資料
　144,956点

上田市立信濃国分寺資料館
　国分1125
　℡２７－８７０６

【開館時間】
午前9時～午後5時
【休館日】
水曜日、祝日の翌日、年末年始

○収蔵資料
　　143,558点

丸子郷土博物館
　東内2564-1
　℡４２－２１５８

【開館時間】
午前９時～午後５時
【休館日】
月曜日、祝日の翌日、年末年始

○収蔵資料
　122,426点

■博物館類似施設
施設名等 開館時間等 概要

池波正太郎真田太平記館
　中央3-7-3
　℡２８－７１００

【開館時間】
午前10時～午後６時
（最終入館は午後５時30分）
【休館日】
水曜日、祝日の翌日、年末年始

○本館1F
　交流サロン、企画展室、忍忍洞
○本館2F
　池波正太郎コーナー
　真田太平記コーナー
○蔵　ギャラリー、シアター

真田氏歴史館
　真田町本原2984-1
　℡７２－４３４４

【開館時間】
午前９時～午後４時
【休館日】
火曜日、年末年始

○展示室、甲冑

菅平高原自然館
　菅平高原1223-2276
　℡７４－２４３８

【開館時期・時間】
６月～９月午前９時～午後４時
【休館日】
火曜日

○展示室
○駐車場　80台、大型15台

武石ともしび博物館
　下武石1902-4
　℡８５－２４７４

【開館時間】
午前９時～午後４時
【休館日】
月曜日、祝日の翌日、
冬期（12/29～3/31）

○収蔵資料
　2,125点
○展示館、体験館、伝承館、茶室、
　日本庭園

■公民館
施設名等 開館時間等 概要

中央公民館
　材木町1-2-3
　℡２２－０７６０

【開館時間】
午前９時～午後10時
窓口業務　平日午前8時30分

～午後5時15分
【休館日】
12/29～1/3

○大会議室、第１会議室、第２会議室、
第３会議室、第４会議室、美術工作
室、料理実習室、視聴覚室、第１学習
室、第２学習室

西部公民館
　常磐城5-4-34
　℡２７－７５４４

【開館時間】
午前９時～午後10時
窓口業務　平日午前8時30分

～午後5時15分
【休館日】12/29～1/3

○大ホール、多目的ホール、第１学習
室、第２学習室、第３学習室、第４学
習室、第５学習室、和室会議室、料理
実習室、陶芸室、美術工作室

■登録博物館
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施設名等 開館時間等 概要
城南公民館
（城南解放会館と併設）
　中之条460
　℡２７－７６１８

【開館時間】
午前９時～午後10時
窓口業務　平日午前８時30分

～午後５時15分
【休館日】
12/29～1/3

○大ホール、図書・地域交流スペース、
料理実習室、授乳室、第１学習室（子
育て交流室）、まちづくり活動拠点会
議室、多目的ホール、第２学習室、第
３学習室、第４学習室、第５学習室
（郷土資料学習室）、和室会議室、相談
室、美術工作室、陶芸室

上野が丘公民館
　住吉378-1
　℡２４－０６５９

【開館時間】
午前９時～午後10時
窓口業務　平日午前８時30分

～午後５時15分
【休館日】12/29～1/3

○大ホール、多目的ホール、和室第１会
議室、和室第２会議室、第１学習室、
第２学習室、第３学習室（保育室）、料
理研修室、第１美術工作室、第２美術
工作室、地域交流室

塩田公民館
（塩田解放会館と併設、塩田地域
自治センターとの複合館）
　中野20
　℡３８－６８８３

【開館時間】
午前９時～午後10時
窓口業務　平日午前８時30分

～午後５時15分
【休館日】12/29～1/3

○大ホール、小ホール、第１学習室、第
２学習室、第３学習室、和室第１会議
室、和室第２会議室、料理実習室、陶
芸室

川西公民館
（川西地域自治センターとの
複合館）
小泉863-1
℡２２－５００４

【開館時間】
午前９時～午後10時
窓口業務　平日午前８時30分

～午後５時15分
【休館日】12/29～1/3

○大ホール、多目的ホール、第１学習
室、第２学習室、和室第１会議室、和
室第２会議室、料理実習室、美術工作
室、図書コーナー、相談室、授乳室

丸子公民館
　上丸子1592-2
　℡４２－３１４７

【開館時間】
午前９時～午後10時
窓口業務　平日午前８時30分

～午後５時15分
【休館日】12/29～1/3

○第１研修室、第２研修室、和室、第１
会議室、第２会議室、第３会議室、無
垢の家

真田中央公民館
　真田町長7199-1
　℡７２－２６５５

【開館時間】
午前９時～午後10時
窓口業務　平日午前８時30分

～午後９時30分
火曜日のみ午後５時15分まで
【休館日】12/29～1/3

○大ホール、第１会議室、第２会議室、
第３会議室、小会議室、和室

武石公民館
下武石742
℡８５－２０３０

【開館時間】
午前９時～午後10時
窓口業務　平日午前８時30分

～午後５時15分
【休館日】12/29～1/3

○コミュニティホール、第１会議室、第
２会議室、調理実習室、多目的室

神川地区公民館
　蒼久保1212-1
　℡７１－６５５３

【開館時間】
午前９時～午後10時
窓口業務　平日午前９時

～午後４時
【休館日】12/29～1/3

○大ホール、練習室、第１会議室、第２
会議室、調理室

塩尻地区公民館
　上塩尻253-1
　℡２７－７５４４
　（西部公民館）

【開館時間】
午前９時～午後10時
窓口業務　西部公民館
【休館日】12/29～1/3

○大ホール、和室第１会議室、和室第２
会議室、児童・図書室、視聴覚室、和室
第３会議室、料理教室
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施設名等 開館時間等 概要
上田図書館
　材木町1-2-47
　℡２２－０８８０

【開館時間】
火～金曜日
        午前９時～午後６時30分
土・日曜日  午前９時～午後５時
【休館日】
月曜日、祝日(この日が月曜日又
は火曜日にあたる場合は、不定
休となります。)、館内整理日、
年末年始、特別整理期間
（６月のおおむね９日間）

○蔵書冊数（R7年3月末現在）
　　　　　　　　　322.0千冊

　（移動図書）
　　　　　　　　　 17.5千冊　

創造館分室
　上田原1640番地
　（上田創造館3階）
　℡２７－１７５８

【開館時間】
火～金曜日午前９時～午後６時
土・日曜日  午前９時～午後５時
【休館日】
月曜日、祝日(この日が月曜日又
は火曜日にあたる場合は、不定
休となります。)、館内整理日、
年末年始、特別整理期間

○蔵書冊数（R7年3月末現在）
　　 　　　　　　31.7千冊

上田情報ライブラリー
　天神1-8-1
　℡２９－０２１０

【開館時間】
平日午前10時～午後８時30分
土日・祝日午前10時～午後６時
【休館日】
火曜日、祝日の翌日、館内整理日、
年末年始、特別整理期間

○蔵書冊数（R7年3月末現在）
　　　　　　　　　65.8千冊

丸子図書館
　中丸子1771-11
　℡４２－２４１４

【開館時間】
火～金曜日
        午前９時～午後６時30分
土日・祝日 午前９時～午後５時
【休館日】
月曜日、金曜の祝日（祝日が月
～木曜日の場合は前週又は後週
の金曜日）、館内整理日、年末年
始、特別整理期間

○蔵書冊数（R7年3月末現在）
　　　　　　　　　130.6千冊

 （移動図書）
　　　　　　　　　 15.6千冊

真田図書館
　真田町長7178-1
　℡７２－８０８０

【開館時間】
火～金曜日
        午前９時～午後６時30分
土・日曜日 午前９時～午後５時
【休館日】
月曜日、祝日(この日が月曜日に
あたる場合は、不定休となりま
す。)、館内整理日、年末年始、特
別整理期間

○蔵書冊数（R7年3月末現在）
　　　　　　　　　 83.7千冊

武石公民館図書室
　下武石742
　℡８５－２０３０

【開館時間】
平日午前９時～午後５時
【休館日】
土曜日、日曜日、祝日、館内整理
日、年末年始、特別整理期間

〇蔵書冊数（R7年3月末現在）
9.5千冊

■図書館
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基本構想策定の経過等資料４

年　月 策　定　委　員　会 その他の経過

令和 7年
8月

8 月 20日　第 1回策定委員会
・正副会長の選出
・策定委員会組織と役割について
・今後のスケジュールについて

・令和７年９月の市議会定
例会において第三次上田
市総合計画議決

10月 10 月 3日　第 2回策定委員会
・基本構想骨子（案）について

10 月 30日　第 3回策定委員会
・基本構想（素々案）について

・令和７年11月17日から
12月22日まで市民意見
募集手続を実施

令和 8年
1月

1 月 9日　第 4回策定委員会
・基本構想（案）について

2月 2 月 2日　最終答申

3 月 3 月 10日　基本構想策定

１　経　過
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令和７年８月 20 日

上田市文化芸術振興に関する基本構想策定委員会　会長　様

上田市長　土屋　陽一

諮　問　書

　上田市文化芸術振興に関する基本構想策定委員会設置要綱第 2 条の規程により、下記事
項について諮問申し上げます。

記

第三次上田市文化芸術振興に関する基本構想について

令和８年２月２日　

上田市長　土屋　陽一　様

第三次上田市文化芸術に関する基本構想策定委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　　増田　榮美

第三次上田市文化芸術に関する基本構想の策定について（答申）

　令和７年８月 20 日付け７文化第 181 号で諮問のあった、「第三次上田市文化芸術振興に
関する基本構想」の策定について、本策定委員会において慎重に検討してまいりました。
　その結果を別冊のとおり答申します。

２　諮問・答申
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第三次上田市文化芸術に関する
基本構想策定委員会委員名簿資料５

委　員　氏　名 選出区分・所属団体等

会　長  増田　榮美 上田短期大学教授

副会長  竹田　貴一 上田市文化芸術協会　　　　

荒井　洋文 犀の角代表　　　

石川　義宗 長野大学教授

川口　伸哉 上田市校長会

窪田　富子 上田市社会教育委員

児玉　卓文 上田市文化財保護審議会

佐藤　和雄 真田町文化協会

高木　夏子 信州おとのわプロジェクト

手塚　早由 公募

間島　博徳 東信美術会

南村　昭夫 信州国際音楽村

村上香屋子 上田市文化少年団

八木　叶子 公募

山本　　進 丸子文化協会
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